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1，目的 ；本研究 においては、怠学 と関連深い不

登校ヘ フ ラッ ディン グ法を適用し、その 技法適用条件

を検 討する 。

ll　．方法 ；1不 登校をめぐる情報

（1）対象児 ：A 　男子 14歳

（2）主 訴 ；不登校

（3＞不登校発現前の 行動特性 ：幼少時より病弱 であ っ

た 。 小 学校時は 、病欠が 多か っ た 。基礎的社会的ス

キル 不足 。 数学 、 英語 、 体育が苦手 である。行動 面で

は、ル ーズな面が あっ た 。

（4）不 登校発現経過 ：中学校 1年 次 の 出 席状 況 は以 下

の 通 りであっ た 。 4月、出席すべ き日 16日 の うち 6日欠

席。5月、出席すべ き21日の うち 8日欠席 、 21ヨ遅 刻 。

に何ともない こと、負の 強化 に よる不 登校 と考え られ

ることか らフラッ ディング法を適用 することとした。また、

随伴性 の変容の 為、不 調を訴えた後の 休ませ る対応

を変容することが必 要 であると考えられた 。

3、介入 1 目標行動 ；全 学校活動参加 。 方 法 二週 1回担任

と面 接をして 登校計画を立 て る 。 再登校支援技法 ：フ

ラッディング法 。 家庭で の 手続き ：保護者 は朝、A が 不

調を訴 え た 時は 、体温 を測 り37度以 上 ある時は 病院
へ 連れて行き医師の診断を受けさす 。 登校可能 か ど

うか 医師の 判断 に従う。 熱 がな い 場合は 、登 校させ る 。

学校で の 教師 の 手続 き：発熱等の 症状が ない 場合は

登校させ 、できたことを賞賛する 。 評価 ：学校 活動参

加率 （1時間を1単位とし1週 あたりの 参加時間数を全

6月、21日 の うち3日 欠席、13日 遅刻、7月、14日の うち、時間 数で除 したもの に 100を乗じたもの 〉。

3日欠席、9月、20 日欠席、9日欠席、4日遅刻であっ た 。
皿 ．結果と考察 ：Fig1に Aの学校参加率の 推移を示

長期断続的不登校の パターン で あっ た 。 9月末に F、母

親 、担任とN大学相談室に 来談 した 。

　不 登校の典型的パ ターンを以下 に 示す 。 苦手な科

目がある 日の朝に Fが咳き込 む （喘息 は医師に よると

完治 ）。保護者 は 、すぐに学校に欠席の 連絡を入れて

休ませ 、 喘息の 対症療法を受けさせ る。そ の 後 は 、家

庭で ゲームをして 過ごす。咳 は 、保護者が欠席 の連

絡をした時点、苦手科 目が終 了時点で 消失 して いた。

（5）学校・学習状況 をめ ぐる状況 ：苦手な体育や掃除

の 時間に なると埃で 喘息が出ると言う理 由を担任 は

認めて早退することが多か っ た。担任、同級生 へ の抵

抗は全くない 。 登校 した場合、学校内 で は特に不 具合

なとこ ろはみ られなか っ た。

（6）家庭をめぐる状況 ：父母 、F、妹と祖父母が 同居し

て いた 。A が、や りたくない ことは避 けさせ て、その ま

まに しておくとい う対応を幼少時か らしてい たとい う。

　起床時刻は8時頃、就寝時刻が i2時頃 とな っ て い た 。

朝食を食べ ない こ とが 多か っ た 。

（7）そ の 他 ；断続 的不 登校に より、体 力の 低下 、苦手 な

数学 以外の 科 目にも遅れが生 じて い る。

2．行動ア セ ス メン トとして の 情報統 合 ：家庭に おい ては、

学校 における嫌悪事 態 → 不調を訴 える→ 休ませ る対

応 → 不登校とい うパ ターン で あっ た 。 学校 においても

同様 のパ ターン であっ た。したが っ て 、こ の 不登校は 、

困難な課題からの 回避、負の 強化の 機能を結果とし

て持 っ て い ると考えられた 。

　そこで 、主技法 として は 、 登校時に学級 内で A は 特

す 。 初 回面 接か ら9週 後に、父親によるフラッディ

ング法が 適切に 実施され 、 再登校行動が維持し

た 。 学習の 補習を実施 し、4年間 欠席 がなか っ た 。

回避を容 認 しない という随伴性の 変化 によ りA が 、

学校場面 に参加 して強化刺激 を受けるように変容

したことが早期解決 の要因であろう。 フラッディン
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　　　　　 Figl　 Aの 学校活 動 参加率

グ法の 適用条件として登校時の 教室内で特 に支

障ない こと 、 不登校が負の 強化の機能を持 っ ていると

行動分析されることが挙げられる 。
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